






Present Tasks of Common Base in Social Work Education and 
























































Ⅱ 専門社会福祉教育（social work education）の意義と課題 
 
 １ ケースマネージメントとソーシャルワーク実践のアイデンティティ 
 





















































協会発行の専門誌（Jourlal of the National Association of Social Workers）『Social Work』
（Vol.22No.５）（1977年）における「ソーシャルワーク－概念的枠組みに関する特集号」









ャルワーク実践の作業定義（Working Definition of Social Work Practice）（1958年）に






に理解できた。それを裏づける視点として、マジソン会議の編集部も（To Make Chicken 








 マジソン会議（Madison Meeting）での討議では、報告者の一人Ｒ・モリス（Robert 
Morris）が、新しいソーシャルワークの方向として治療（cure）からケア（care）へ関心
を移行させていくなかで、ケースマネージメントの方法に関心を向けた論文を発表してい





























































































































Ⅲ 一般社会福祉教育（social welfare education）の意義と課題 
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